　　　　　　　　　　　　　環境経営論

■授業概要・方法等

　温室効果ガスの増加による温暖化、森林伐採や乱開発による種の絶滅、国境を越えて進む大気汚染や有害化学物質の大量の移動など、地球環境問題の解決は２１世紀人類の焦眉の課題となっている。

　自然との共生や生態系の均衡を撹乱するまでに巨大化した人間経済の在り方を企業経営の視点から見直し、環境優先型の経営原理を考察する。

　国連を中心とするＳＲ（Social Responsibility）の規格化の取組みを参考に持続可能な事業のモデルとその環境管理の原理と技法はどうあるべきかを探求する。

　２１世紀の事業活動は、環境保全と経済の質的発展（生態系との共生や自然再生事業など）の両立（循環型社会）によって評価されること、環境保全への責任ある活動抜きにこれからの企業の成長はないことを理論的、実証的に考察する。

■学習・教育目標および到達目標

地球環境問題の人為的原因と事業レベルの解決策である環境経営の原理と手法に関する基礎的知識を学ぶ。

■教科書

足立辰雄『環境経営を学ぶ〜その理論と管理システム〜』日科技連出版社

■参考文献

環境白書、日経エコロジーなど。

■試験方法

記述、正誤、選択形式

■成績評価基準

日常点（１０点）レポート（３０点）定期試験（６０点）

■授業評価実施方法

適宜実施する

■研究室・E-mailアドレス　URL

tadachi@bus.kindai.ac.jp   

http://www.adachi-usr.com/（ホームページ）

■オフィスアワー

 木曜3限、金曜4限

■授業計画の項目・内容

第1回　講義の目的と方法　

第2回　地球温暖化と企業

第3回　産業廃棄物と企業

第4回　化学工場事故と多国籍企業

第5回　フェニックスリゾートと生態系

第6回　アスベスト公害と企業

第7回　レイチェル・カーソンの告発

第8回　環境経営の戦略と組織〜ISO14001を事例に〜

第9回　省エネルギーの方法

第10回　化学物質管理

第11回　廃棄物管理

第12回　環境会計

第13回　環境報告書〜CSRと関連して〜

第14回　環境格付け
